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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 45,175 ― 273 ― 436 ― 141 ―

20年3月期第3四半期 46,767 5.3 920 55.3 1,056 50.5 478 62.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 5.24 ―

20年3月期第3四半期 17.64 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 49,500 17,713 35.8 653.72
20年3月期 48,048 18,515 38.5 682.69

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  17,713百万円 20年3月期  18,515百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
21年3月期 ― 3.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 3.00 6.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 61,390 0.4 230 △71.7 430 △50.4 290 △35.7 10.70

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、3ページ【定性的情報・財務諸表】３．連結業績予想に関する定性的情報をご
覧下さい。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第
14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  27,257,587株 20年3月期  27,257,587株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  161,302株 20年3月期  136,329株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  27,106,713株 20年3月期第3四半期  27,130,890株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成20年4月1日～平成20年12月31日）におけるわが国の経済は、原材料価格 

の上昇や、米国に端を発した世界的な景気後退、急激な円高の進行等により、深刻な景気後退の局面に入りました。 

このような状況の中で、当社グループは原材料価格の上昇を製品価格に転嫁することが難しい状況が継続したこと 

に加え、自動車分野の受注が減少しており、収益を拡大すべく活動してまいりましたが、大変厳しい状況で推移いた

しました。 

この結果、当第3四半期連結累計期間の売上高につきましては、451億７千５百万円（前年同期比3.4％減）とな 

   りました。営業利益は２億７千３百万円（前年同期比70.3%減）、経常利益は４億３千６百万円（前年同期比58.7%減）、 

四半期純利益は１億４千１百万円（前年同期比70.3％減）となりました。 

これを事業の種類別セグメントに示すと次のとおりであります。 

 

（インキ事業部門） 

オフセットインキは、数量および売上高は、ほぼ前年同期並みとなりましたが、原材料価格の上昇を製品価格に転 

嫁することができず、厳しい状況が継続いたしました。 

グラビアインキは、数量および売上高は、ほぼ前年同期並みとなりました。 

印刷用材料の販売は、売上高は、ほぼ前年同期並みとなりました。 

印刷機械の販売は、売上高は、ほぼ前年同期並みとなりました。 

この結果、インキ事業部門の売上高は183 億６千２百万円（前年同期比7.4％減）となり、営業損失は３千８百万

円（前年同期営業利益３億９千４百万円）となりました。 

 

（化成品・加工品事業部門） 

合成樹脂用着色剤は、数量および売上高は、前年同期に比べ減少しました。 

合成樹脂成形材料は、自動車用途の受託が減少したため、数量および売上高は、前年同期に比べ減少しました。 

工業材料は、売上高は、ほぼ前年同期並みとなりました。 

包装材料は、一軸延伸フィルム事業を譲り受けたため、売上高は、前年同期に比べ大幅に増加しました。 

仕入商品は、厳しい販売状況が継続し、売上高は、前年同期に比べ減少しました。 

この結果、化成品・加工品事業部門の売上高は268億１千２百万円（前年同期比0.3％減）となり、営業利益は12 

億９千８百万円（前年同期比15.7％減）となりました。 

     

     なお、前年同四半期累計期間との比較した増減率は参考として記載しております。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

（１）資産、負債、純資産の状況   

当第３四半期連結会計期間末の総資産は495億円となり、前連結会計年度末に比べ14億５千２百万円増加いたしま

した。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加８億３千５百万円、製品在庫高の増加５億１千万円等によるものです。 

負債合計は317億８千７百万円となり、前連結会計年度末に比べ22億５千４百万円増加いたしました。主な要因は、

短期借入金の増加18億５千９百万円、支払手形及び買掛金の増加８億４千８百万円と長期借入金の減少７億８千５百

万円等によるものです。 

   純資産の部は 177 億１千３百万円となり前連結会計年度末に比べ８億１百万円減少いたしました。主な要因は、評

価・換算差額等の減少７億千７千５百万円等によるものです。 

（２）キャッシュ・フローの状況  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   営業活動の結果増加した資金は９億３千４百万円となりました。主な要因は、税金等調整前四半期純利益２億９千
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８百万円、減価償却費11億４千３百万円が計上され、売上債権の増加10億５千６百万円、仕入債務の増加13億２千

４百万円、賞与引当金の減少４億９百万円等によるものです。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

   投資活動の結果減少した資金は13億２千１百万円となりました。主な要因は、土岐工場の生産設備等の有形固定資

産の取得による支出８億５千３百万円、投資有価証券の取得による支出３億３千４百万円、連結範囲の変更に伴う子

会社株式売却による支出（現預金の減少）1億３千８百万円等によるものです。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

   財務活動の結果増加した資金は４億１千２百万円となりました。主な要因は、長期借入金の返済12億７千５百万円、

配当金の支払１億６千２百万円及び短期借入金の増加額18億６千５百万円によるものです。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 連結業績予想に関しましては現在精査中であり、平成20 年 11 月７日発表の数値から変更の必要がある事態に至っ

た場合、速やかにお知らせいたします。 

   なお、業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものです。実際の業績は今後の

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 簡便な会計処理 

ｲ．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

   当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。   

ﾛ．たな卸資産の評価方法 

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。 

ﾊ．経過勘定項目の算定方法 

固定的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少のものについては、合理的な算定方法による概算額で計上する

方法によっております。 

ﾆ．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法によっております。 

ﾎ．連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去 

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該差異の調整を行わないで債権と債

務を相殺消去しております。 

連結会社間の取引の相殺消去 

取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法により相殺消

去しております。 

ﾍ．未実現損益の消去 

   四半期連結会計期間末在庫高に占める当該たな卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積って計算
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しております。 

② 四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

（３）四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続・表示方法等の変更 

①  「四半期財務諸表に関する会計基準」の適用 

「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第12号）及び「四

半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成 19 年３月 14 日 企業会計基準適用指針第

14 号）を第１四半期連結会計期間から適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務

諸表を作成しております。   

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」の変更  

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間より、平成18年７月５日公表の「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準委員会 企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による

簿価切下げの方法）に変更しております。 

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益及びセグメン

トに与える影響はありません。 

③ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間より、平成18年５月17日公表の「連結財務諸表作成における在外子会社

の会計処理に関する当面の取り扱い」（企業会計基準委員会 実務対応報告第18号）を適用しております。 

なお、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期

純利益及びセグメントに与える影響はありません。 

④  「リース取引に関する会計基準」の適用 

   「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３月30日企業会

計基準第13号）及び、「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成６年１月18日 最終

改正平成19 年３月30日 企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権移

転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買処理に係

る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。 

またリース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法によってお

ります。 

    なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

     この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間のリース資産が有形固定資産 その他  

   （純額）に７千８百万円、無形固定資産 その他に１千３百万円計上されており、営業利益、経常利益、税金等調整

前四半期純利益及びセグメントに与える影響はありません。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,399 1,380

受取手形及び売掛金 21,419 20,584

商品 1,058 1,876

製品 3,187 2,677

原材料 1,663 1,369

仕掛品 1,594 1,428

繰延税金資産 269 323

その他 339 262

貸倒引当金 △81 △98

流動資産合計 30,850 29,804

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,695 4,641

機械装置及び運搬具（純額） 3,508 3,866

土地 2,917 2,917

その他（純額） 1,542 275

有形固定資産合計 12,664 11,700

無形固定資産   

のれん 38 －

その他 69 53

無形固定資産合計 108 53

投資その他の資産   

投資有価証券 4,012 5,096

その他 2,274 1,720

貸倒引当金 △410 △327

投資その他の資産合計 5,877 6,488

固定資産合計 18,649 18,243

資産合計 49,500 48,048
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,022 15,173

短期借入金 6,072 4,212

1年内返済予定の長期借入金 1,227 1,717

未払費用 945 861

未払法人税等 － 85

未払消費税等 86 14

賞与引当金 134 545

その他 1,982 658

流動負債合計 26,471 23,269

固定負債   

長期借入金 1,932 2,717

退職給付引当金 2,897 3,127

役員退職慰労引当金 313 311

その他 172 106

固定負債合計 5,315 6,262

負債合計 31,787 29,532

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,246 3,246

資本剰余金 2,511 2,511

利益剰余金 12,300 12,322

自己株式 △45 △39

株主資本合計 18,013 18,040

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △239 484

為替換算調整勘定 △61 △10

評価・換算差額等合計 △300 474

純資産合計 17,713 18,515

負債純資産合計 49,500 48,048
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 (2)【四半期連結損益計算書】 
  【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 45,175

売上原価 39,773

売上総利益 5,402

販売費及び一般管理費  

給料及び手当 1,261

賞与 423

福利厚生費 267

減価償却費 250

貸倒引当金繰入額 91

賞与引当金繰入額 58

退職給付引当金繰入額 105

役員退職慰労引当金繰入額 18

通信交通費 318

荷造及び発送費 1,022

その他 1,311

販売費及び一般管理費合計 5,128

営業利益 273

営業外収益  

受取利息 37

受取配当金 133

為替差益 24

持分法による投資利益 10

その他 46

営業外収益合計 250

営業外費用  

支払利息 84

その他 2

営業外費用合計 87

経常利益 436

特別利益  

投資有価証券売却益 105

その他 3

特別利益合計 108

特別損失  

固定資産除却損 17

投資有価証券評価損 222

その他 8

特別損失合計 247

税金等調整前四半期純利益 298

法人税、住民税及び事業税 45

法人税等調整額 110

法人税等合計 156

四半期純利益 141

- 7 -

東京インキ㈱ (4635) 平成21年３月期 第３四半期決算短信



 (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 298

減価償却費 1,143

貸倒引当金の増減額（△は減少） 67

退職給付引当金の増減額（△は減少） △219

賞与引当金の増減額（△は減少） △409

受取利息及び受取配当金 △170

支払利息 84

有形固定資産処分損益（△は益） 14

投資有価証券売却損益（△は益） △105

投資有価証券評価損益（△は益） 222

持分法による投資損益（△は益） △10

売上債権の増減額（△は増加） △1,056

たな卸資産の増減額（△は増加） △322

仕入債務の増減額（△は減少） 1,324

その他 205

小計 1,066

利息及び配当金の受取額 178

利息の支払額 △81

法人税等の支払額 △228

営業活動によるキャッシュ・フロー 934

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △0

有形固定資産の取得による支出 △853

有形固定資産の売却による収入 8

無形固定資産の取得による支出 △54

投資有価証券の取得による支出 △334

貸付金の回収による収入 49

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△138

その他 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,321

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,865

長期借入金の返済による支出 △1,275

配当金の支払額 △162

その他 △15

財務活動によるキャッシュ・フロー 412

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 20

現金及び現金同等物の期首残高 1,363

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,383
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当連結会計年度より｢四半期財務諸表に関する会計基準｣（企業会計基準第 12 号）及び｢四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針｣（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、｢四半期連結財務諸表規則｣に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 
（４）継続企業の前提に関する注記 
   該当事項はありません。 

 
（５） セグメント情報 

 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月 1日 至 平成 20 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 
イ ン キ 

事業部門 

化成品・ 

加 工 品 

事業部門 

計 
消去又 

は全社 
連結 

 

18,362 26,812 45,175 －  45,175 

売上高 

(1)外部顧客に対する売上高 

(2)セグメント間の 

内部売上高又は振替高 － － － －  －

計 18,362 26,812 45,175 －  45,175 

営業利益又は営業損失(△) △38 1,298 1,260 (986) 273 

 

（注）1.事業区分は、製商品系列別を基礎とし区分しております。 

  2.各事業部門の主な製商品 

   (1)インキ事業部門･･･････････････オフセットインキ、グラビアインキ、印刷用材料、印刷機械 

   (2)化成品・加工品事業部門･･･････合成樹脂用着色剤、合成樹脂成形材料、工業材料、包装材料、仕入商品 

3.事業の種類別セグメントの名称変更 

 従来の｢印刷インキ・印刷関連資材事業部門｣を｢インキ事業部門｣に第２四半期連結累計期間より名称変更して 

おります。 

 

【所在地別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月 1日 至 平成 20 年 12 月 31 日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が 90％を越えているため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

【海外売上高】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月 1日 至 平成 20 年 12 月 31 日） 

  海外売上高が連結売上高の 10％未満であるため、海外売上高の記載の省略をしております。 

 

（６） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
    該当事項はありません。 
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【参考資料】

　前年同四半期に係る財務諸表

　(1) (要約) 四半期連結損益計算書

金額(百万円) 百分比(％)

Ⅰ 46,767 100.0 

Ⅱ 40,363 86.3 

6,403 13.7 

Ⅲ 5,482 11.7 

920 2.0 

Ⅳ 226 0.5 

Ⅴ 90 0.2 

1,056 2.3 

Ⅵ 262 0.5 

Ⅶ 124 0.3 

1,195 2.5 

716 1.5 

478 1.0 

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

区分

営 業 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

売 上 原 価

売 上 総 利 益

売 上 高

前第３四半期連結累計期間

　至 平成19年12月31日)
(自 平成19年４月１日

特 別 損 失

税金等調整前四半期純利益

法 人 税 等

四 半 期 純 利 益
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（2）(要約)　四半期連結キャッシュ・フロー計算書

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前四半期純利益 1,195
減価償却費 1,154
有形固定資産廃却損 89
貸倒引当金の増減額 △ 116
退職給付引当金の増減額 △ 239
受取利息及び配当金 △ 135
支払利息 72
有形固定資産売却損益 △ 14
投資有価証券売却損益 △ 136
売上債権の増減額 582
たな卸資産の増減額 △ 892
仕入債務の増減額 △ 440
その他 △ 77

小   計 1,040
利息及び配当金の受取額 135
利息の支払額 △ 67
法人税等の支払額 △ 309

営業活動によるキャッシュ・フロー 798

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入による支出 △ 17
定期預金の払戻による収入 17
有形固定資産の取得による支出 △ 669
有形固定資産の売却による収入 264
投資有価証券の取得による支出 △ 515
投資有価証券の売却による収入 183
貸付金の回収による収入 67
その他 △ 8

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 678

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額 804
長期借入金の返済による支出 △ 999
配当金の支払額 △ 141
その他 △ 3

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 339

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 0
Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △ 220
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,349

Ⅶ 2,128現金及び現金同等物の四半期末残高

区分 金額(百万円)

前第３四半期連結累計期間

 (自 平成19年４月１日

　至 平成19年12月31日)
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（ 3）セグメント情報 

 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成 19 年４月 1 日  至  平成 19 年 12 月 31 日） 

(単位:百万円) 

 印刷ｲﾝｷ･

印刷関連

資材 

事業部門

化成品･

加工品 

事業部門

賃 貸

その他

事業部門

 

計  

消去 

又は 

全社 

 

連結 

売上高       

 売  上  高        

(１ )外部顧客に対する売上高 19,827 26,901 38 46,767   - 46,767

(２ )ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高   -      -  -     -   (-)      -

計  19,827 26,901 38 46,767   - 46,767

営  業  費  用  19,433 25,360 37 44,831 1,015 45,846

営  業  利  益     394  1,540  0  1,935 (1,015)    920

  

注 ) 

 

（１）事業区分は、製商品系列別を基礎とし区分しております。 

 （２）各事業部門の主要取扱品目 

 ①印刷インキ・印刷関連資材事業部門 ････ オフセットインキ、グラビア 

インキ、ワニス、接着剤、 

印刷用消耗材、印刷機械、 

印刷加工品 

 ②化成品・加工品事業部門 ･･‥ ･･････････ 合成樹脂着色剤、樹脂成形材料、

産業、環境用加工品および商品 

 ③賃貸その他事業部門 ･････････････････ 不動産の賃貸等 

  

 

【所在地別セグメント情報】   

 前第３四半期連結累計期間（自 平成 19 年４月 1 日  至  平成 19 年 12 月 31 日） 

全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が 90%を越えているため開示してお

りません。 
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